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知事評価・評価委員会意見対比表

知 事 評 価 結 果 評価委員会意見 摘 要

P1下から6行目 P1 下から10行目

２ 意見結果(1)全体評価 ２ 意見結果(1)全体評価

また、次期中期計画の策定に当たっては、社会経済 また、次期中期目標・中期計画の策定に当たっては、 ・中期目標は道が策定するた

情勢の変化や科学技術の進展を踏まえるとともに、本 社会経済情勢の変化や科学技術の進展を踏まえるとと め、知事の評価では削除し、

評価にも留意しながら、基盤的な研究の推進や地域固 もに、本評価にも留意しながら、基盤的な研究の推進 道総研が策定する中期計画

有の課題の解決はもとより分野横断的な研究開発の推 や地域呼吸の課題の解決はもとより分野横断的な研究 のみとした。

進など、その総合力を一層発揮できるよう検討すると 開発の推進など、その総合力を一層発揮できるよう検

ともに、今後の施設整備についても、計画的な整備に 討するとともに、今後の施設整備についても、より具 ・評価委員会意見の主旨を踏

向けた検討が必要である。 体的に検討を深めることを期待する。 まえ、文言を整理し修文。

さらに、計画等の達成状況を的確に把握できるよう、 さらに、計画等の達成状況を的確に把握できるよう、

適切な数値目標の設定などにも留意することが必要で 適切な数値目標の設定や取組内容の具体化・明確化な

ある。 どにも留意願いたい。

なお、中期目標の策定作業における法人が達成すべ ・道に対する意見であるため、

き業務運営に関する目標の検討に当たっては「道総研 本評価では削除。

における研究開発の基本構想」など法人自身の考え方

をよく聴くことについて留意願いたい。

P3 1行目 P3 1行目

○研究成果の発信・普及 ○研究成果の発信・普及

・ 研究成果発表会や企業向けセミナー等のほか、企業 ・ 研究成果発表会や企業向けセミナー等のほか、企業 ・この項目についてのみ数値

や大学等とともに特定分野の研究に関する研究会を開 や大学等とともに特定分野の研究に関する研究会を開 目標の達成について言及し

催し、研究成果の発信や普及に取り組んだ。また、研 催し、研究成果の発信や普及に取り組んだ。また、研 ているため、他の項目の記

究成果を学会やシンポジウム等で発表したほか、学術 究成果を学会やシンポジウム等で発表したほか、学術 載を比較考慮し、修文。

誌や専門誌等への投稿や研究報告書などの刊行物の発 誌や専門誌等への投稿や研究報告書などの刊行物の発

刊、ホームページへの掲載等により研究成果の発信・ 刊、ホームページへの掲載等により研究成果の発信・

普及に取り組んだことは評価できる。 普及に取り組んだことにより、いずれの年度も数値目

標を達成している点については評価できる。
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知 事 評 価 結 果 評価委員会意見 摘 要

P4 1行目 P4 １行目
【その他意見】 【主な課題、改善事項等】 ・知事評価においては、項目
○外部資金（道受託・公募型・一般共同・受託研究） ○外部資金（道受託・公募型・一般共同・受託研究） 別評価が3評価(順調に実施
による研究 による研究 している。※P10参照)とし

・ 実績額は、平成27年度は1,009,000千円、平成28年 ・ 実績額については、期間を通じて増加しているとこ た項目に対しては、「その
度は1,078,271千円、平成29年度は1,119,696千円と期 ろであるが、課題数については、３年間目標に達して 他意見」として整理した。
間を通じて増加しているところであるが、課題数につ なかったことから更に取り組む必要がある。 (以下同様に整理）
いては、平成27年度の目標値380件に対し、実績値378 ○人材の採用、育成
件、平成28年度の目標値385件に対し、実績値361件、 ○財務運営の効率化
平成29年度の目標値390件に対し、実績値348件と減少 ○多様な財源の確保
しており、３年間目標値に達していないため、様々な ○施設及び設備の整備、活用
ニーズに応える観点から、今後更に積極的に取り組む
必要がある。 ・数値目標が課題数としてい

たが、実績額も付記したこ
とによる修文。

P5下から6行目 P5下から7行目
【その他意見】 【主な課題、改善事項等】
○人材の採用、育成 ○人材の採用、育成
・ 各年度において「研究職員採用計画」を策定し、こ ・ 研究、技術支援業務等を円滑に実施するため、今後 ・評価委員会意見の主旨を踏
れに基づき、採用試験を実施しているところであるが、 の研究の方向性や運営費交付金、退職者や再雇用者の まえ、文言を整理し、修文。
研究職員は、研究を進める上で最も重要な資源である 動向及び職員構成などを見据えながら、各年度におい
ことから、連携のコーディネートやＡＩ、ＩｏＴなど て「研究職員採用計画」を策定し、これに基づき、採
に関する職員の育成の更なる充実や優秀な人材を必要 用試験を実施しているところであるが、連携コーディ
数確保するためのより良い方法を検討するなど取組の ネーターやＡＩ、ＩｏＴなどに関する職員の育成につ
強化が必要である。 いて更なる充実を検討するほか、必要な人材を確保す

る、より良い方法の検討をするなど取組の強化が必要
である。

P6下から11行目 P6下から10行目
【その他意見】 【主な課題、改善事項等】
○多様な財源の確保 ○多様な財源の確保
・ 多様な財源の確保については、道民生活の向上及び ・ 財源の確保については、将来の北海道のあるべき姿 ・具体的に外部資金研究の推
道内産業の振興に繋がるよう留意しつつ、より一層外 を見据えながら、道民生活の向上及び道内産業の振興 進や依頼試験利用者の増加
部資金研究を推進するとともに、依頼試験利用者の増 に繋がるよう留意しつつ実施していく必要がある。 策による多様な財源確保の
加に向けたＰＲを実施していく必要がある。 表現をを加筆し、修文。
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知 事 評 価 結 果 評価委員会意見 摘 要

P8 7行目 P8 7行目

○安全管理 ○安全管理

・ 灯油漏洩事故等の発生があったため中期計画の取組 ・ 灯油漏洩事故等の発生があったため中期計画の取組 ・評価できる点について、具

が順調とはいえないが、次により同様の事故の再発防 が順調とはいえないが、設備の管理状況等を内部検査 体的な事例を記載(追加）

止に努めたことは評価できる。 の項目に加え、各試験場にて現地調査を行い、同様の し、修文。

・ 灯油漏洩事故：設備の管理状況等を内部検査の項目 事故の再発防止に努めたことは評価できる。

に加え、各試験場にて現地調査を行った。

・ 牛の脱柵事故：牧柵の緊急点検を実施し、脆弱な箇

所の補修や試験場内の見回りの強化を行った。

・ 試験調査船による漁網損傷事故：関係機関との連絡

体制の強化や試験場内での周知徹底を行った。

P9 12行目 P9 12行目

○情報セキュリティ管理 ○情報セキュリティ管理

・ ウイルス感染事案が発生したため、情報セキュリテ ・ 不審メール事案が頻発した際などに、添付ファイル ・具体的な説明を追記

ィ対策の周知を徹底し、不審メール事案が頻発した際 は絶対に開封せず、当該メールを直ちに削除するよう、

などに、添付ファイルは絶対に開封せず、当該メール システムのインフォメーション欄に記事を掲載するな

を直ちに削除するよう、システムのインフォメーショ どして、注意喚起を行っているところではあるが、外 ・外部記録媒体をより広い意

ン欄に記事を掲載するなどして、注意喚起を行ってい 部記録媒体への対応など、更に取り組む必要がある。 味で情報資産の管理 対策

るところではあるが、情報資産の管理対策に、更に取 と修文。

り組む必要がある。

P9 下から6行目 P9 1行目

【その他意見】 【主な課題、改善事項等】
○施設及び設備の整備、活用 ○施設及び設備の整備、活用

・ 「施設等整備計画」に基づき、施設の長寿命化を図 ・ 「施設等整備計画」に基づき、施設の長寿命化を図 ・施設整備については、庁舎

るとともに、各資産管理者が作成する施設等整備計画 るとともに、各資産管理者が作成する施設等整備計画 等の現状を記載した上で、

書により施設の劣化状況等を把握し、計画的な施設整 書により施設の劣化状況等を把握し、計画的な施設整 計画の作成を含め、計画的

備を行っているところではあるが、既に耐用年数を相 備を行っているところではあるが、小規模施設の更新 に整備を推進の検討へと修

当年経過している庁舎等が多数あることから、中長期 も含めた庁舎等の整備について中長期的な視点での具 文。

的な視点での計画的な整備に向けた検討が必要である。 体的な整備計画の作成が必要である。


